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顕微鏡下

の岩石

中生代の流紋岩

(その!)

ここで流紋岩というのは化学組成上花騎岩に対庵す

る珪異質(鷺酸性)火山岩類の総称である.流紋砦

質のマグマは溶岩として地表に流出する場合もあるが

一各種の火砕岩として地表(護たは水底)に堆積して大

きな岩体を形成ずみ場合が少なくない.量的には溶

岩の占冷る割合はごく少ないということが最近世

界各地で明らかになってきた｡この点溶岩流を主要

な産出形態とする玄武岩とはきわだった対照をなす･

“流紋岩'(恥yo晦)という書葉は1860年反vonRic止thofen

により溶岩の示す特有な流理構造(ギリシア語のρ械)に着

買して命名書れた､これとは別に同様な岩石がLiParit･

と名付け島加鮎宥英粗繭岩Hと邦訳蜜れている･しかし

この訳語は鮒看英を含む粗繭岩(アルカリ農の一種)舳と混同

されるおそ杓が亀ゆ葦笛在ではあ嘆抄僕三われていない.また

“流紋岩"を語源通り溶岩紀対してのみ使ったり第三紀以降

の新しい火山激ζ対してのみ便りたりする研究者もいないわけ

ではないポはじめにのぺ危ような事情愛反映して最近では

もっぱら珪長質火山砦の総称としで産状･組織や時代を間

わずに用いるの淋一般的な傾向となって慧花.

さて流紋岩は世界的にみれば先カンブリア紀から

第四紀にいたる塞でのほとんどあらゆる地質時代に噴

出したことが知られている.日本列島に限っていえば

中生代後半と新第三紀とにもっとも多く後者はいわ

ゆる“グリｰン･タプ'の重要な構成要素になっている.

これからのべるのは中生代の最後の時代である白亜

紀(いまから!3享δ00万年節から6事δ0⑰万年前漢で)の流

紋岩についてである.この時代の流紋砦は資本列島

のうちでも顕南員本内帯&いわれる地域のほとんど

全域にわたって噴出し比較的少憂の中性火山岩(安山

岩･石英安山岩など)をともなっている.その噴出総

容量は100,000賄蓬にも達するといわれる.流紋岩

鱒魏山開直利撮影湿舞議郎

は主として陸上で噴火･堆積した大枠岩として産出

しそのほとんどは{溶緕凝灰岩"である､

なお自盟紀の流紋岩類については地質二足一ス177号に地

質部河田清雄技官か解説しているので参照していただきたい,

溶鰭凝灰着は火山灰･軽石･マグマから晶出し

たばかりの緕縞の破片･既存の岩石の破片などカミ高温

で絡陸を保った濠襲堆積し自重のために圧縮されて

気泡を失ないかたく溶緕しあっ花ものである.その

成因としては輔久離流帥とよばれる高温本質火山物質

の破片の地表に沿う乱流を考えることによってその大

部分のものか説明される白

火砕流から生じた溶結凝灰岩は野外で成層･級化

を示さず分級が悪く軽石が綴密扁平なレンズ状岩片

をなししばしば既存の異質岩石の大小の岩片を含む

などの特徴をもっている.

つぎ1こその顕微鏡下での一般的特徴を挙げてみよう.

①斑轟をなす鉱物が著し.く破砕されていること.

とくに石英と長石はほとんど破片状になって為

り本衆の縞縞繭を部分的に残しているにすぎない

(写真①)､しかもた添いに隣りあう斑晶同意

､には何等直接的な関係がみられず破砕後乱

流状態で移動しな添ら完全に混合したことを裏

付ける,

②火口から拠出した時には三目月形または凹形の外

形をもっていたはずのガラス破片が飴のように

おしつぶされくっつき合って全体としてほぼ

一定方向に並ぷ(写真①･②)自

③軽石はとくに変形しやすく気泡がほとんど消

失して軽石本来の繊維状構造の痕跡を残しなが

らほぼ均質･綴密なガラスの状態に変化声る(写

真②),

④斑晶鉱物のうちでもとくに雲母のような板状で

もろい鉱物は荷重の影響によって折れ曲ること

が多い(写真④).�
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ここで対象としている白亜紀の流紋岩質の溶結凝灰岩

は一般的にいってエ枚五枚の冷却の単位(㈱脇歓

unit)が大きい.その㎜三tの厚さはふつう100醐以上

であり500㎜をこえる規模のものもめずらしくない｡

このような大規模な火砕流では堆積後熱の保持がよ

く冷却までに長時間を要するからマトリックスのガ

ラス質物質は結晶化してこ凄かい鉱物の集合体になり

(脱ガ管沢化稚稲)それが慈らぽより低温で安定な

鉱物へと変化してゆく.軽石レンズはマトリックス

を構成するこまかいガラス破片にくらべて容易に脱ガ

ラス化煽結晶化し繊線状構造も消失してし凄う｡

また冷却後に2次的な変軍作用1変成作用がおこな

われる場合をはマトリックスの溶結構造も不鮮明とな

る｡このような再鰭最椎踊がさらに遼行してしま

うともともと火砕岩であったのか溶岩讃たは貫入岩

であったのかの判定も困難となる.このような場合で

も直交二貢ル下ではまったく均質にみえるが下方兵

コルだけを用い絞りを十分にきかせると案外漆結

凝灰岩の構造がうかびあがってくるものである｡それ

でも判らなければ前記の⑪1④の特徴ぽたよるほかは

ない膏

第四紀の火山などにみられる新鮮な溶結凝灰岩の斑

晶のアノレカリ長石はふつうノ･リ長石一アノｰソグレ

ｰス系列に属する高温型のものである由自亜紀のそれ

は大部分より低温型の正長石に転移しており熱変

成作用の結果微斜長石化しているものもある(写真③)

参考までに構成要素の容量比による凝豚糧⑳針類

名を下に挙げておく.溶結凝灰岩の場合にはこのそ

れぞれの前に“溶結"という語をっければよい,妻た

化学組成を示すときにはさらにその前に慨紋岩(質)亘呈

などとっげればよい.

A.ガラス質凝灰岩(vitr王｡t泌ff):主としてガラス破

片からなるもの

B.結晶凝灰岩(crystaい雌):主としてマグマから晶

出した繕最(斑晶)からなるもの｡{瀦晶質

(c聯触玉舵)棚という意味ではない.

C.石質凝灰岩(iitbictuff):主として既存岩石の破

片からなるもの.

AとBの中間としては全体の容積の7脇以下

以上がガラスならばガラス質結晶凝灰岩(VitriCCry-

sta1tuff)祭0%以下蝸劣以上がガラスならば結晶ガラ

ス質凝灰岩(C･yStaMtriCt雌)という名称もある.

(W㎝耐｡rth&Wi11ia皿s,1932による)

六号では中生代の流紋岩のうち中部地方に広く分

布する濃弼流繊讃を例にとってその溶結凝灰岩の

代表的な顕微鏡写真のいくつかを紹介する.

写箆⑥は濃飛流紋岩にもっともふっうにみられる溶

結凝灰岩である｡写真の左上から右下へ肉牟って㍗流

れた"ような構造が圧密に垂直な面つまり原岩の堆

積面である.大小さまざ蜜の扁平化したガラス片の

輪郭がかなりよく残っており溶岩にみられるような流

理構造とははっきり区別される.やや大型のガラス

であり前記の分類紀した秘史はガラス質緒最凝灰岩

である司斑晶鉱物は斜長石>看英>カリ長石秦鉄苦

土鉱物(角閃石1黒雲母1鉄鉱など)の容量晩の関係に

あり狭議の流紋岩よりはやや苦鉄質(塩基性)で流

紋石英安山岩(rhy拙鮒三宮ξ)&よぶの秘適している音

写翼②は強く溶結したガラス質凝灰岩の五例である.

斑最鉱物は全体の約五臓であり勿リ最有>有英>斜長

石>鉄苦土鉱物の関係にある吉文字通ジ;流紋岩質"

であ'る.このようなガラス質流紋岩は濃飛流紋岩の

なかでも比較的蛮れでありそのためぽ層序をきめる

際の有効な鑓層になる.嘩央部にあるのか著しく扁

平化した軽石片であり繊維状構造成よく残っている.

他のこ董かいガラス片もほぼζれと同じ方向に並んで

いる.�
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変成作用のため格子状構造を示す微斜疑石(2V寺70竈)

に変化しているのが注賢される.

写真⑤は

溶結凝灰岩中の比較的大きな軽石(?)レン

ズの工部を示したものである.マトリックス中に散在

する斑縞に比べて軽石申の斑晶は一般に粗粒である

がこの写真をよくみると石英斑晶は全体として自

形性を保ったま･で破砕され内部がたくさんのブロッ

クに分解してほぐれつつある状態がわかる｡このよ

うな破砕作用カ§軽石か呼グマ溜りから火道を通って空

中ぽ吹き上げられたときのものかあるいはガスを発

散しつつ地表を流動したときのものかはわからないが

いずれはせよこの作用がさらに進行すれば斑晶鉱物

はたがいに隔離されてマトリックス申にみられるよう

な散在した結晶破片になるのであ

ろう.

導箆⑥も溶結凝灰岩中の軽石

(㌘)レンズの1例である.この

場合には左上の斜長石駐晶(著

しい黒帯構造を示す)が写真⑤

の石英と同じような挙動を示して

いる｡レンズの部分がマトリ

ックスに比べて著しく脱ガラス

化醐緒蟻化しているのが特徴的で

軽石本来の多孔質1繊維状の構造

はまったく残っていない.

響輿⑳墨

溝鰭縫腿幾

鰯兇櫨攻一ツン

凝野際水費郡繭水衡町南沢山

Q:翁薬

黛:斜長漏

笈1勲リ凝扇

鷲1褐閥覆

怨:鰯梁他し液締繋大鍵約嫁学黒序

響輿⑩葛

響輿⑳灘を潤し

偏光極ク目ス�
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もともと軽石であったという証拠もえられないわけで

内部構造にとらわれずに本質レンズとよんでおく

方が無難であろう.

写真⑦は以上のような溶緕凝灰砦との比較の花めは

のせたもので石英斑岩(花贈斑岩といってもよい)の

貫入岩の五例である.石英や長着の斑晶が大小を間

わずいずれも自形(またはその融食形)であり石基

は非常に均一な粒度をもっている.この宥基の構造は

連続的1均質な液相からその凄ま固結してできた構造で

あって別々のガラス破片が溶緕し脱ガラス化した

上記の溶緒凝灰岩のそれとは本質的ぽことなる.写

真①のマトリックスと比べればそのちがいは明瞭であ

ろう.ただしこの岩石は軽度の熱変成作用をこう

むっているので看基の粒状の看英1長石は本来のそ

れよりも若干粗粒化していると考えられる一

このような石英斑岩1花筒斑岩は濃飛流紋岩の岩体

中に大小さまざ漢な形で分布し成因的はは濃飛流

紋岩をも危らしたマグマとは血縁関係にある(CO-mag･

狐atiC)一しかし野外では流紋岩類とは漸移せず

写真⑬

強く漆鯖したガラス質疑豚幾

煽娩雛孝一フン

長野県下野郷郡阿智村芦次恵洲1凍斜

臓

Q:孫燦

K:勿リ凝蝦

P皿:扁平化し怒鰹移狩

響灘⑬

鰭騒破片1鴎轡漆鯖嬢豚幾

鰯競擬夢獺漢

鱗幕燥瞭灘洲嚇篇徽鳩肪穣綴

蟻:採薬

蕊:戴リ援賓(微斜疑孫化)�
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写真⑯簿繕凝妖幾の漆欝レンズ率の菰薬簸轟(Q)

偏見板ク灘災

鮫阜爆学籍川嚇恵郷{山頂

臨灘つねにそれらを貫入することが知られている'.岩石記

蓋載の段階ではこれらは明瞭に区別されねばならない.

(筆者らは地質部･研究企画官付)

導輿⑳

熱鐙成漆緒凝沃岩

編党飯攻一ブン

酸鼻燥瑞糠嚇釜野駅南方

薮:鳶リ疑孫(ぺ川朽化)

緊:斜幾局

臥:瀦曲し恕黒雲母瑳晶

跳:再結農し恕黒雲母繁合体

黛鰍;鰹肴質レッズ(常トリヅタスよ夢親絞)

響輿熾簿繕凝荻砦申の本質レンズQ:濁薬

鰯洗板ク瞬スP:斜長肴

酸鼻爆恵郡郡付釦町富島夢醐;本質レンズ(完晶質)

写鄭⑰

石英斑岩

編党板クロス

鱗島県恵那市宇野方川鱒丼後

Q:看英

双:吻リ長石�


